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丹沢産シ力の高密度が鳥類群集に与えている影響

山口喜盛

Yoshimori Yamaguchi: Influence on the Bird Community 

in a Deciduous Forest with a High Density of Sika Deer in the Tanzawa Mountains 

はじめに

近年，丹沢山地の生態系に異変が起きている。そ

れは，高密度化したニホンジカぬれ花1snippon （以下，

シカ）の採食による植生劣化，大気汚染などが原因と

考えられているブナFaguscrenataなど樹木の立ち枯

れ，人の過剰利用による登山道の損傷やゴミの投棄

などがあげられ，特にシカが自然植生に与えている

影響は年々深刻さを増している（神奈川県， 1997）。

丹沢山地のシカは， 1950年代後半から 1970年代

にかけてさかんに行われた拡大造林と 1955年から

1970年の15年間にわたった狩猟禁止策によって増加

し，分布域が広がったと考えられている （神奈川県，

1997）。拡大造林は1980年代後半までさかんに行われ

たことから，その後：もさらに個イ本妻女を増やしていっ

たと思われ，狩猟によって追われたシカが稜線部の

図1丹沢山地と石棚山稜

保護区に集中し，筆者は1980年代の後半頃から植生

の退行が目立ち始めたと記憶している。

神奈川県は，丹沢山地におけるシカの保護や調査

については以前から力を入れており，これまで，狩猟

規制l，鳥獣保護区の設定，植林地における防麓柵設置
などの施策を実施し， 1997年にまとめられた「丹沢大

山自然環境総合調査Jでは重点的に調査された。その
後，シカの保護管理とブナなど植生の保全を中心に

「丹沢大山保全計画」が立てられ，自然林における植

生保護柵の設置や荒廃した登山道の整備などが行わ

れ， 2003年度からは「特定鳥獣保護管理計画」による

シカの個体数の調整や生態調査が実施されている。

このように丹沢山地では，シカや植生の保全対策

や，それにともなう調査が実施されてきたが，高密

度化したシカが他の動物に与えている影響について
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はt食言すされてこなかった。
衰退の進んだ丹沢山地の生物多様性を復元させる

ためには，生態系を構成する様々な生物と環境に影

響力の強いシカとの関係を究明し，共生の道を探っ

ていく必要がある。

筆者は，これまで丹沢山地のブナ林において鳥類

相を調べているが，今回はシカの高い採食圧が鳥類

に与えている影響を明らかにするために，林床植生

の衰退が進んでいる石棚山稜の例を報告する。

調査地の概要と調査方法

丹沢山地は神奈川県の西北部に位置し，西は富土

山塊，北は道士、山塊，南西は箱根火山へと連なって

おり，南から東には秦野盆地や相模平野が広がって

いる。最高峰は蛭ヶ岳の1672mで＼それを中心に1300m

前後の111華々が連なり，丹沢山地の背骨を築いている。

図2調査コース

図3ササのないブナ林
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700～800m以上の植生はブナなどの夏緑広葉樹林帯

になるが， 1700mに満たない山地のため亜高山性植生

が見られることはない。中腹以下は照葉樹林帯とな

るが，ほとんどがスギやヒノキの人工林や二次林に

換えられている。

調査地の石棚山稜は丹沢山地のほぼ中央部に位置

し（図1），標高は最高部で

のなだらカミな稜線である（図2）。 林相は，ブナを優

占とする落葉広葉樹の高木林に覆われ，ヤマボウシ

ーブナ群集を形成している。林床は，本来はスズタ

ケSasamorphaboreal is （以後，ササという）が優占

していた（中川， 1980）が，現在はシカの高い採食

圧によって絶えているところと（図3），ササはある

が葉の媛小化が目立つところ（図4）に分かれてい

る。また，ブナなど高木の立ち枯れは目立たなかっ

た。

図4ササのあるブナ林



-1時間あたりの個体数ー表1右棚山稜における鳥類の記録（繁殖期）
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ミYサザイ Troglo~か舵s troglodytes 

コマドリ Erithacus aιahige 
コノレリ Luscinia cyane 

ノレリビタキ Tarsiger cyanunis 

トラツグミ Zoothera dauma 

7 ミジロ Tur由ssibiric出

アカハラ ルrduschrysolaus 

クグイス Cetlia dip占。・ne

エゾムシクイ Phylloscopus bo町。／aides
キビタキ Ficedula narcissina 

エナガ Aegithalos caudatus 

コガラ Panis monta河us

ヒガラ Panis ater 

ヤマガラ Parus va円us

シジュウカラ Parus ma1or 

ゴジュウカラ Sitto europaea 

イカル Eophona personata 

カケス Garrulus glandarius 

ノ、シブトガラス Co門担smacro1勾・nchos

個体数／h

積数

Scientific name 名種

調査は1998年5月から6月の

繁殖期に行った。調査を行った

時の天気は晴れか曇りであっ

た。調査方法はラインセンサス

法により，時速1.5 kmくらいの

速度で調査コース （図2）を歩

き，左右25m以内に出現した鳥

類 （幼鳥は除いた）すべてを記

録した。そして，林床にササの

ないところ（図3）とササのあ

るところ （図4）を分けて記録

した。コースは往復行い，15分

程度の時間をおいてから復路を

行った。調査の片道距離は約

2.2kmで，調査の時間帯は6時か

ら11時であった。なお，鳥類の

確認には 10倍の双眼鏡を使用

したが，ほとんどは直接見るか

鳴き声によって識別した。

29 

654 

23 

267 

26 

387 調査時間（分）

調査結果

石棚山稜において繁殖期に

記録された鳥類は29種であっ

た（表1）。ササのあるところと

ないところで比較すると，ササ

のある方が個体数は少ないが種

数は多く，ササのない方が個体

数は多いが種数は少なかった

が，顕著な差で、はなかった。全

体で最も数が多かったのはヒガ

ラParusater(6.6羽）で，次い

でシジュウカラParusmajor(4. 6 

石槻山稜（繁殖期）
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図5ササのあるところとササのないところの比較



表2上位種の採餌型の区分（中村 ・中村 1995を参考）

地上採餌

低木層採餌

アカハラ、ピンズイ

ウグイス

地上・低木層採餌｜コルリ、コマドリ、ルリビタキ、ミソサザイ

中・高木層採餌 ヒガラ、ゴジュウカラ、ヤマガラ、シジュウカラ、コガラ、コゲラ

羽），ヤマガラParusvarius (4.0::J;:j），コ、、ジ‘ユウカ

ラSitta europaea(3. 9 ;:J;:j），コルリ Lusciniacyane 

(3. 9 ;:j;:j），アカハラ Turduschrysolaus(3. 7::1~ ） の）I慣で

あった。ササのあるところでは，ヒガラ（6.4 ;:j~ ） ，コ

ルリ （6.2 ;:j~ ） ，シジ、ユウカラ （3. 9::1~ ） ，ヤマガラ （2.8

;:j;:j），ルリピタキ Tarsigercyanurus (2. 8 ::I~ ） ，サ

サのないところでは，ヒガラ（7.0羽），コ。ジ、ユウカ

ラ （6.7 ;:j;:j），ヤマガラ （5.8 ;:j;:j），シジ、ユウカラ （5.6

;:j~），アカハラ（5.2羽）の順であった。

ササのあるところとササのないところで， 1時間

当たり l羽以上記録した種について比較してみてみ

ると（図5）。ヒガラとコゲラDendrocoposkizuki は

ササがあってもなくてもほとんど差はなく，シジ‘ユ

ウカラ，ヤマガラ，ゴジュウカラ，アカハラ，コガ

ラ，ミソサザイ Troglodytestroglodytes，ピンズイ

An thus hodgson iはササのない方に多かった。コルリ，

ルリピタキ，ウグイス Cetti a diphone，コマドリ

Erithacus akahigeはササのある方に多く，特にコル

リ，ウグイス，コマドリの3種はその傾向が強く，ウ

グイスとコマドリにおいてはササのないところでは

I羽も記録されなかった。

考察

日本の面積の広い広葉樹林における標準的な鳥類

の種数は，ヘクタールあたり約30種とされている

(Hino, 1990）。また，シカの被害の高い紀伊半島の大

台ヶ原では繁殖期の平均種数は20種で、あった（Hino, 

2000）。今回調査した石棚山稜は29種であったことか

ら，全体では平均並の種数が生息しているといえる

だろう。しかし，ササのないところでは23種であっ

たので，これはシカの高い採食圧によるササの退行

が鳥類の種数に影響を与えているものと考えられる。

全体における上位種 (1時間当たり l羽以上記録

された種）をみると， 主な採餌場所が地上で採餌す

るもの，低木層で採餌するもの，中高木層で採餌す

るものなど，多様な種によって構成されていること

がわかる（表2）。これは当地の鳥類相が全体的には

4 

安定していることを示しているものと思われる。

しかし，ササのないところでコルリ，ウグイス，コ

マドリなど地上・低木層採餌型の種が，きわめて少

ないか，生息していなかったことから，シカの採食

圧によってこれらの種は強い影響を受けているもの

と考えられる。したがって，稜線部のササの退行が

さらに進むと，この3種は地域的に絶滅する可能性

が高いだろう。

おわりに

東丹沢では広い範囲で林床の裸地化が進んでお

り，近年は中川川以西の西丹沢にも広がっている。

他の山地では，高密度なシカが起こす植生の劣化が，

鳥類の多様性や数をも減少させること （Hino,2000) 

やアカネズミの個体数にも影響が出る （須田ほか，

2001）ことがわかっていることから，丹沢でも増え

たシカが他の動物に与える影響について注目し，早

急に対策を講じる必要がある。今後は， 生物間の関

わりや生物の生態を十分に考慮して， シカの個体数

を的確にコントロールすることや植生の保全対策を

進めていくことが望まれる。
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